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Chemistry instructors and educators have been investigated 
the learning methods for studying harvesting the playability. 
These methods are attracted students interested in and 
enable to memorize the scientific knowledge. Among them, 
many games have developed as the learning tool including 
the playability and are on sale. Herein, we would like to 
report that the production and test of educational games in 
the field of chemistry for Japanese students. 
 
先に我々は，本学部併設の短期大学部，生命・物質

化学科の教員からの依頼により，短大生の２年次後期

に実施される卒業研究を分担し，これまで配属された

学生らとともに様々な調査及び研究を行ってきた．近

年その中で，ゲーミフィケーションを化学教育へ応用

することをコンセプトに，化学的教育ゲームの調査及

び研究を行っており，現在までに文献を参考にして数

種類の教材を開発（改良）した．そこで本発表では，

開発した３種類のゲームに関してその開発経緯やルー

ルの概要説明，これらの作製を通した教育効果等につ

いての報告を行う． 
ゲームの開発は次のように行った。配属された学生

に，教員側で調査及び収集した文献（英語論文）を渡

し，学生と一緒にその内容を読み進める．ある程度内

容が判明したら，論文に記載されているゲームを実際

に再現する（ゲームの立体化）．ゲーム作製後，学生は

例えば，日本で学ぶ高校生が化学を学ぶにあたり，そ

の役に立つか？やゲームとして考えた場合，本当に面

白いか？等を検討し，同級生等と実際ゲームをプレイ

して問題点等を洗い出す．得られた結果から問題点の

解決法を考察し，再現したゲームを改良して行く。こ

れを繰り返し，完成版を作製する．次に，作製したゲ

ームの教育的な効果を，船橋校舎近隣の付属校・化学

部の生徒に実際プレイしてもらうことにより，検討し

た．データは主に，ゲーム実施後にアンケートを取り，

それを解析した．また合わせて，科学技術振興機構主

催のサイエンスアゴラ等，外部で開催されるイベント

に参加し，そこでもアンケートを実施し，データとし

た。 
 前述の方法を用い，学生と共同で３種類の化学系教

育的ゲーム，１）有機合成化学カードゲーム 1)：

Connected Synthesis（コネクト・シンセシス），２）地

球環境化学ボードゲーム 2)：Elemental Hunters（元素的

狩人），３）分子構造決定インディアンポーカー3)：Who 
I Am ?（ワタシハ‘ダレ’デショウ？）を作製するこ

とができた．以下に代表例として１）のゲームを解説

する（Fig. 1.）．本ゲームは有機化合物における官能基 

 
Fig.1. The cards of Connected Synthesis. 
を軸とし，それを有機反応で繋げてゲームを進めるも

のである．我々はこれに次のような，① 英語表記から

日本語表記へ，②有機反応に関しては高校化学の教科

書に記載されているものへ，③ 官能基を目立たせるた

めその表示や背景に色をを付ける等の変更を加えた．

なお，他のゲーム及びそれらの教育効果の検討結果の

詳細は発表時に解説する。 
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